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令和 6 年 10 月 16 日 

 

１ 件  名 
 秋季企画展「山口大神宮―西のお伊勢さまの歴史―」の 

開催について 

２ 日  時 

 会期：令和 6年 11 月 1 日（金）～令和 6年 12 月 15 日（日） 

    11 月 26 日（火）～11 月 27 日（水）展示替休館 

 休館日：毎週月曜日（祝日の場合は開館、翌平日振替休館） 

 開館時間：９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

３ 場  所  山口市歴史民俗資料館 

４ 観覧料 

 一般 １１０円 

 ※１８歳以下及び７０歳以上の方、障がいがある方と付き添い

の方は無料 

  ５ 内  容 

  山口大神宮は、永正 17 年(1520)に大内義興が伊勢から神霊を勧請して創建され、 

以後、「西のお伊勢さま」として広く信仰されてきました。特に伊勢信仰の盛んで

あった江戸時代には、多くの参拝者でにぎわったといわれています。 

  山口大神宮に伝わる「高 嶺
こうのみね

太
だい

神宮御鎮坐
じ ん ぐう ごち ん ざ

伝記
で ん き

」は山口大神宮創建に関する当時

の記録で、場所の選定や工事の進行状況などについて詳細に記されており、山口大

神宮の歴史を知る貴重な史料であることから、山口市の文化財（書跡）に指定され

ています。 

  このたび、令和 5 年度に「高嶺太神宮御鎮坐伝記」の修理が行われたことから、

多くの方に見ていただく機会として展示いたします。またあわせて、山口大神宮に

伝わる文書や神宝も展示し、その歴史や伊勢神宮との関わりについて紹介します。 

 

〇関連イベント 

 ギャラリートーク 

 文化財専門員が展示解説を行います 

 日時：11 月 17 日（日）13:30～14:00 

 ※申込不要、要観覧料 

６ 問い合わせ 

山口市歴史民俗資料館 〒753-0073 山口市春日町 5番 1号 

 TEL・FAX 083-924-7001 

  E-mail  yrekimin@c-able.ne.jp 

 

（様式１） 
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〒753-0073 山口市春日町5番1号
TEL/FAX：083-924-7001
https://yrekimin.jp/

山口市歴史民俗資料館

／
／

／

開館時間
休 館 日
　
観 覧 料

9：00～17：00（入館は16:30まで）
月曜（但し祝日の場合は開館し、翌日休館）
展示替え休館日 11月26日［火］～11月27日［水］
一般110円（20人以上団体割引）
※18歳以下の方、70歳以上の方、障がいがある方とその付添いの方は無料
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※国道9号線(山口バイパス)沿い、津和野方面上り車線側にあります。

４車線のため、右折進入はできません。時計のついた青い看板が目印です。
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約5分

ギャラリートーク

要観覧料

申込不要

2024年11月17日（日）

13：30 ～14：00
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　　　　　よしおき

こうのみねだいじんぐう ご  

ちん ざ でん き

こうのみねだいじんぐう

 ご ちん ざ でん き

１. 鴻城九図「大神宮ノ図」  山口市歴史民俗資料館所蔵　　２. 大内義興袖判安堵状　３. 勅額「伊勢」

４. 太神宮御遷宮御神宝織物類前積り絵図入　５. 御靱　６. 御鏡　７. 御太刀　　山口大神宮所蔵

   山口大神宮は、 永正 17 年（1520） に

大内義興が伊勢から神霊を勧請して創建

され、 以後、 「西のお伊勢さま」 として

広く信仰されてきました。 特に伊勢信仰

の盛んであった江戸時代には、 多くの参

拝者でにぎわったといわれています。

   山口大神宮に伝わる 「高嶺太神宮御

鎮坐伝記」 は、 山口大神宮創建当時の

記録で、 場所の選定や工事の進行状況

などについて詳細に記されており、 山口

大神宮の歴史を知る貴重な史料であるこ

とから、 山口市の指定文化財に指定され

ています。

   このたび、 令和５年度に 「高嶺太神宮

御鎮坐伝記」 の修理が行われたことから、

多くの方に見ていただく機会として展示い

たします。 またあわせて、 山口大神宮に

伝わる文書や神宝も展示し、 その歴史や

伊勢神宮との関わりについて紹介します。


